
【届出書の記入例】
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注１ 市に届け出た日付になります。 

 

注２ 届出に関する担当者の連絡先を必ず記載してください。後日連絡をすることがあります。 

 

注３ 当該届出に関係がない法令は二重線で消してください。 

例： 騒音規制法第６条第１項（第７条第１項）  の規定により、… 
   振動規制法第６条第１項（第７条第１項） 

※ 福岡県公害防止等生活環境の保全に関する条例は、届出様式が異なります。 
 

注４ 工場又は事業場の事業内容については，日本産業分類に基づき記載してください。 

 

注５ 常時使用する従業員数は，届出者である法人に勤務する従業員数を記載してください（パート・ア

ルバイトは除く）。 
 

注６ 騒音の防止の方法、振動の防止の方法は、別紙に記載してください。騒音については敷地境界での

騒音レベルの予測値を計算してください。 
例： 
 
騒音防止の方法：①A 工場の壁をすべてコンクリート製防音壁（ロックウール吸音材付）とする。 

②窓はすべて二重窓にし、作業中は窓を開けない。 
 

A 工場 

 

 
 
振動防止の方法：特定施設の設置場所に防振ゴムを敷く。 
 
 
 
 

機械プレス 

 

注７ 特定施設が適用される法令に○をつけてください。（騒；騒音規制法、振；振動規制法） 

注８ 「騒音・振動関係法令の概要」に記載されている名称を記載してください。 

例： 
○ × 
 
２ 空気圧縮機 

 
コンプレッサー 

 
 

防音壁（ｺﾝｸﾘｰﾄ製，厚さ 125ｍｍ）＋

吸音材（ロックウール）シート貼付 

 

 

N 
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注９ 施設が多く届出書に書ききれない場合は、同様の内容の一覧表を作成し、別に添付してください。

その場合は，届出書の特定施設の記入欄には「別紙のとおり」と記載してください。 
例： 

特定施設の種類 型式 公称能力 数 
使用開始時刻 使用終了時刻 
（時・分） （時・分） 

○騒E 

振 
１－イ 圧延機械 

㈲▲▲製作所製

AK30 型 
30ｋW １ ９：００ １８：００ 

 ・・・ ・・・ ・・ ・・ ・・ ・・ 

       
 

 
 
【特定施設の配置図の記入例】 
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